
令和５年度第１回碧南市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進会議 

議事要旨 

日 時 令和５年８月２１日（月） 午後３時～午後４時３０分 

場 所 碧南市役所 ７階 議員大会議室 

出席者 

■出席 

□欠席 

推進会議 

委員 

■禰冝田市長 

■石川委員 ■横山委員 ■原田委員 

□磯貝委員 ■鈴木委員 ■金原委員 

■岩崎委員 ■今成委員 □岩間委員 

■小林委員 □戸間委員 ■天野委員 

■鈴木委員 ■永坂委員 □高須委員 

事務局 
山本総務部長、杉浦経営企画課長、杉浦経営企画政策推進係長、

杉浦主査、磯貝商工課長、牧農業水産課長、中川環境課長 

傍聴者 ２名 

次 第 

１ 市長あいさつ 

２ 碧南市まち・ひと・しごと創生総合戦略の実績報告について 

３ 意見交換 

１  市長あい

さつ 

○市長よりあいさつ 

 

２～４ ○本日の議事録及び資料は市のホームページで公開することを説明 

○２から議長（市長）により進行、事務局から資料説明 

○３意見交換により聴取した内容は以下のとおり 

委員からの主な発言 

次第３よりの意見 

小林委員 ○令和４年度新規求職申込件数及び就職者数は順調に伸びている。 

○ハローワーク碧南では、“地元で働こう”をテーマに求人情報を作成し、市役

所でも展示している。 

○市役所と協力し、介護の仕事説明会を毎月１回開催している。 

○女性の就業者率について、ハローワークの統計で求職者・就業者共に伸びて

いる。 

○企業からの相談件数が増えている。相談内容として、求人を出しても申し込

みが少ないことがあげられる。そのため、ハローワークの２階で企業説明会

を２か月に１回実施し、実際に就職に結びついた。 

○女性出生率が低いため、働き手がいなくなり将来的に不安である。出産・子

育てのしやすい環境づくりを要望したい。 



事務局 ○県下各ブロックごとに市町村を集めて人口問題に対し取り組むための会議が

スタートした。 

○不妊治療に関する補助は県下トップで手厚くしている。複数回の治療に対し

ての補助など行っている。 

天野委員 ○市の情報をＷｅｂだけでなく、どうデジタルで発信していくのか。市民への

届け方、まちづくり、防災等につながるインフラ整備や方向性は？ 

○デジタル化・ＩＣＴ化について、ＬＩＮＥ含め各種申請のデジタル化はどの

ようにしていくのか。 

○中国から日本への観光が解禁となり、多くの人が来日する。コロナ禍前はグ

ランドホテルに多くの宿泊客がいたが、あくまで泊まるだけであり、碧南に

留まるわけではなかった。今後碧南に留めて魅力発信・体験してもらうこと

をどのように考えているか。 

事務局 ○発信について、市ホームページ・ＬＩＮＥを中心に行っている。広報・シティ

プロモーションだけでなく、各施設含めて力を入れている。 

○ＬＩＮＥのブロック数が他市に比べてかなり少ない。これは欲しい情報だけ

を提供できるようにしているため。 

○花火大会の様子を編集して Youtube で発信している。今後も市の魅力となる

ものを発信していきたい。 

○市内各施設に Wi-Fi 環境がないため、担当レベルではあるが今後サポートで

きるようにしていきたいという意見が出ている。市役所まで来ずとも公民館

等で申請できるようにするなど、デジタル化に力を入れていきたい。 

○旧グランドホテルは、かつて関東・関西に抜けるための中継地であった。こ

れはいいことではあったが、市はまだインバウンド対策ができていないのが

現状である。グランドホテルの再開の目途はたっていないが、アジア大会等

に向けて宿泊施設はあったほうがよいと考えている。 

鈴木委員 ○おやじの会でどろんこまつりが７月１６日にあった。小学生及びその保護者

を対象として１３０名の参加があり、カエル・おたまじゃくし等自然に触れ

合うことができて非常に良かった。来年も開催できるよう予算をつけてほし

い。 

事務局 ○今後も協力できることをやっていきたい。 

永坂委員 ○高齢者が免許返納するとどこへも行けなくなってしまうが、碧南にはくるく

るバス・ふれんどバスがあるので良い。 

○最近、ご近所付き合いが減ってきている。防災の面でも重要であると考える

が、隣組をやめたいという声もよく聞く。煙たがられることもあるが、今後も

必要性を伝えていきたいと考えている。 

○棚尾地区を盛り上げていきたい。 

事務局 ○いざという時に、助け合う・情報共有するために有効的であると考えます。

今後も粘り強くやっていただければと思う。 



今成委員 ○実績報告の数字で下がったものの主な理由がコロナの影響とあったが、コロ

ナは令和２～３年が一番影響を受けた。令和４年の数字の減少はコロナだけ

ではなく原油・原材料の高騰など社会的要因があったのではないか。 

○観光分野の数字は伸びているが、宿泊者数が少ない理由は？ 

事務局 ○企業訪問数、見本市出展企業が伸びていないのは、対面での影響を考え、コ

ロナの影響があったと考える。 

今年度はコロナ前の数字に近いものとなっている。 

○宿泊者数減少について、旧グランドホテルをはじめ、３つのホテルが休業し

ている。稼働しているホテルは３軒。 

○旧グランドホテルは１日に３００人程宿泊していた。現在はそれがないため

目標値と乖離がある。 

岩崎委員 ○ＤＸでの総合戦略について、愛知県版が秋頃にできる。碧南市は現在の総合

戦略の見直しを含め、どう考えているか。 

○就業者数の伸びをどう考えるか。年齢別の箇所も２０歳～５０歳と広くみて

いる。男性と女性の就業率をもっと丁寧に見たほうがよいのではないか。 

○地域自治組織について、町内会・自治会も重要だが、新しい世代も含めた地

域の自治組織が必要ではないか。地域のお祭りもコロナの影響から途絶えて

おり、この際２年に１回、数年に１回にするなど小規模になっていくのも仕

方ないのではないか。こういったことを話し合える自治組織が必要。 

事務局 ○現在の第２期総合戦略は基準値がコロナ前の令和元年ベースで作成されたた

め、現在との乖離がある。そのため令和５年度の実績値をベースとした新た

な総合戦略の策定を考えている。 

○就業者数について、企業訪問から働き手不足など聞いている。企業は現状維

持するための人員配置となっており、人材育成など将来的なことを手がつけ

られていないのではないかと感じている。 

○地域自治組織について、市として地元から立ち上がった組織に対する支援体

制を整えています。 

金原委員 ○人口減少問題は、知事も強い関心を持っており、議論・検討をしていく。日本

全体として人口減少は避けられないかもしれないが、減少していく中でも元

気なまちづくりを実現していくため、市と協力してやっていきたい。 

○各数値目標でコロナが影響して伸びていない項目などあるが、今後も何か規

制していくことはあるか。 

事務局 ○５月にコロナの規制緩和が行われているため、個人レベルでの感染対策をし

てもらい、特に規制などは考えていない。 

鈴木委員 ○国交省は道路などのインフラ整備をしている。インフラ担当として、総合戦

略の目標に直接関わってこないが、縁の下の力持ちのように頑張っていきた

い。 

事務局 ○２４７号線の４車線化、川口防災拠点などやっていただいている。引き続き

お願いしたい。 



原田委員 ○市が農産物の宣伝をしてくれていることがありがたい。 

○農業者の軒数は減っているが、１軒あたりの規模が大きくなっている。軒数

が増えない理由として、受け入れ側の体制が整っていないことも考えられる。 

○働き手側は、新しく就農する方は特に、農業の厳しい環境になかなかついて

いけないのが現状で、すぐにやめてしまうことが多い。 

○最近の台風について、碧南市は他県のような甚大な被害はないが、いつきて

もおかしくないので怖いところはある。 

事務局 ○碧南の農業は非常に生産性が高い。遊休した農地もなく、農家のみなさんで

協力してやっていただいているからだと考えている。 

横山委員 ○商店街連盟は現在 589の加盟店、13商店街からなっている。また 808本の街

路灯を管理している。 

○加盟店舗の状況として、コロナは収束したが、厳しいことに変わりない。 

○現在は原料高騰で値上げをせざるを得ない状況で厳しい。 

○これまで、商店街のイベントとして抽選券を用いていたが、スタンプラリー

に変えた。景品も花火大会の桟敷席（75組 150名）等にして、応募や参加者

がかなり増えて反応がとてもよかった。冬にもまた開催する予定。 

○防犯カメラ設置補助について、対象が広がり商店から需要がある。しかし防

犯カメラを設置する場所の要件と、実際に設置したい場所が違うことから見

直しなど検討できるか。 

事務局 ○防犯カメラ設置補助の所管課に意見をきちんと伝えさせていただく。 

石川委員 ○中小企業の状況として、原材料価格の高騰や消費者の皆さんがコロナ禍前の

生活スタイルに戻るかというと、そうならない様子もみられたり、自然環境

の変化も含め、大変厳しい状況があると思っている。 

○働いていただく人の確保に苦労している。新卒・中途採用・外国人・女性など

多様な人による経済活動が必要だと考えている。 

○碧南で働く場所が十分あるよう、市と連携してやっていきたい。 

○碧南市に住む方が満足していただけて、碧南市に住んでよかったと思ってい

ただけるよう、我々もまちづくりを頑張っていきたいと考えています。 

事務局 ○しっかりと意見を受け止めて、次回の会議でも良い報告ができるよう頑張っ

ていきたい。 

 


